
インストール

•インストール作業の概要（1ページ）

インストール作業の概要
Microsoft Hyper-Vのインストールは次の手順で構成されます。

HX Data Platformインストーラの展開
HXData Platformインストーラ仮想マシンを作成するため、Microsoft Hyper-V Managerを使用
してHX Data Platformインストーラを展開します。

ステップ 1 Ciscoソフトウェアダウンロードサイトで、HX Data Platformインストーラの .vhdx zippedファイル
（例：Cisco-HX-Data-Platform-Installer-v5.0.1a-33133-hyperv.vhdx.zip）を探してダ
ウンロードします。

ステップ 2 ローカルコンピュータに ZIPフォルダを解凍し、HX Data Platformインストーラをホストする Hyper-V
ホストに .vhdxファイルをコピーします。たとえば、
\\hyp-v-host01\....\HX-Installer\Cisco-HX-Data-Platform-Installer-v5.0.1a-33133-hyperv.vhdx
です。

ステップ 3 Hyper-V Managerで Hyper-Vサーバの 1つに移動します。

ステップ 4 Hyper-Vサーバを選択し、右クリックして、[新規（New）] > [仮想マシンを作成（Create a virtual
machine）]を選択します。[Hyper-V Manager新規仮想マシン（Hyper-V Manager New Virtual Machine）]
ウィザードが表示されます。
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ステップ 5 [始める前に（Before you Begin）]ページで、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 [名前とロケーションの指定（Specify Name and Location）]ページで、仮想マシン設定ファイルが保存さ
れる仮想マシンの名前と場所を入力します。[次へ（Next）]をクリックします。

ベストプラクティスとして、VMと .vhdxファイルを一緒に保存します。（注）
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ステップ 7 [世代の指定（Specify Generation）]ページで [第 1世代（Generation 1）]を選択します。[次へ (Next)]を
クリックします。第二世代を選択する場合、VMが起動しない可能性があります。
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ステップ 8 [メモリの割り当て（Assign Memory）]ページで、起動時のメモリの値を [4096 MB] に設定します。[次
へ（Next）]をクリックします。

ステップ 9 [ネットワーキング設定（Configure Networking）]ページで、既存の仮想スイッチのリストから使用する
仮想マシンのネットワーク接続を選択します。[次へ（Next）]をクリックします。
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ステップ 10 [仮想ハードディスクの接続（Connect Virtual Hard Disk）]ページで [既存の仮想ハードディスクを使用
する（Use an existing virtual hard disk）]を選択し、Hyper-Vホストで .vhdxファイルが含まれているフォ
ルダを参照します。[次へ（Next）]をクリックします。
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ステップ 11 [概要（Summary）]ページで、表示されているオプションのリストが正しいことを確認します。[Finish]
をクリックします。

ステップ 12 VMが作成されたら、VMの電源をオンにし、GUIを起動します。

a) VMを右クリックし、[接続（Connect）]を選択します。
b) [アクション（Action）] > [開始（Start）(Ctrl+S)]を選択します。

c) VMが起動したら、URL（VMの IPアドレス）をメモします。この情報は、インストールの以降の
手順で必要となります。

d) HXインストーラのデフォルトログイン情報 Cisco123を使用してログインします。

HX Data Platformインストーラでのスタティック IPアドレスの設定
VMのデフォルトのインストールでは、HXインストーラがDHCPを使用して IPアドレスを自
動的に取得します。起動するたびに同じ IPアドレスが設定されるようにするため、VMに静的
IPアドレスを割り当てることができます。

静的 IPアドレスを使用してネットワークインターフェイス（/etc/network/interfaces）を構成す
るには、次のコマンドを使用します。ネットワークに合わせて関連する設定を変更してくださ

い。
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ネットワークのガイドラインは次のとおりです。

• Active Directory (AD)に接続できる必要があります。

• Windowsインストール用に Hyper-Vインストーラから Hyper-Vホストに OSメディアをス
トリーミングするには、ネットワークを使用します。

（注）

ステップ 1 次のコマンドを実行します。ifdown eth0.

この手順により、静的 IP設定を実行する前にインターフェイスがダウンしていることを確認しま
す。そうしないと、インストールプロセス中に TACのサポートが必要になる問題が発生する可
能性があります。

警告

ステップ 2 お気に入りのエディタを使用して、環境に合わせて /etc/network/eth0.interfaceファイルを編集
します。たとえば、次の行をファイルに追加します。

auto eth0 # eth0 interface
iface eth0 inet static # configures static IP for the eth0 interface
metric 100
address XX.XX.XX.XX # Static IP address fr the installer VM
netmask 255.255.0.0 # netmask for the Static IP address
gateway XX.XX.X.X # gateway for the Static IP address
dns-nameservers XX.XX.X.XXX #DNS name servers used by the HX installer
dns-search <DNS_Search_Name>.local # DNS search domain name used by the installer

ステップ 3 変更を反映するため、ファイルを保存します。

ステップ 4 次のコマンドを実行します。ifup eth0.

ステップ 5 インストーラ VMを再起動します。

Hyper-Vクラスタの展開
Cisco HX Data Platformのインストーラをダウンロードして展開したら、次の手順を実行して
Hyper-Vクラスタを展開します。この手順の一部として、次のサブタスクも実行します。

• Cisco UCS Managerの設定

• Hyper-Vのインストール

• Windows OSのインストール

•初期のクラスタの作成

始める前に

Hyper-Vクラスタを展開する前に、Windows 2016 Datacenter Editionの ISOまたはWindows
Server 2019 Datacenter-Desktop Experience ISOが使用可能であることを確認してください。
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ステップ 1 HX Data Platformのインストーラを起動してログインします。

ステップ 2 [ワークフローの選択（Select aWorkflow）]画面で、[HyperFlex（FI）によるクラスタ作成（Cluster Creation
with HyperFlex (FI)）]をクリックし、UCS Managerに関する情報、ドメイン情報、およびハイパーバイザ
のクレデンシャルを入力します。

値の例説明フィールド

UCS Managerクレデンシャル

eng.fi356.abc.comUCS Managerの FQDNまたは IPアドレス。UCS Manager Host Name

adminUCSManagerの管理権限を持つ管理者またはユー
ザーの名前。

UCS Manager User Name

Xyz$1234UCS Managerのパスワード。Password

ドメイン情報

contoso.comHyperFlexクラスタの Active Directoryドメイン
名。

ドメイン名（Domain Name）

hxadminインストール前の段階で作成された HXサービ
スアカウント。

HXサービスアカウントには、クラスタに使用
される組織単位への完全なアクセス権が必要で

す。

ActiveDirectoryポリシーによって、HX
サービスアカウントが、smb名前空間
用に作成されたコンピュータオブジェ

クトでの「servicePrincipalNameの書き
込み」の有効な権限を持つことを確認

してください。

（注）

HXサービスアカウント

Cisco123HXサービスアカウントのパスワード。パスワード

制限された委任

sphxadmin制約付き委任 (Constrained Delegation)に必要で
す。ユーザーはドメイン管理者である必要があ

ります。

[HXサービスアカウント（HX
Service Account）]

HXサービスアカウントのパスワード。[パスワード（Password）]
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値の例説明フィールド

いずれかのチェックボックスをオンにします。

制限された委任は、VMライブ移行に必要です。

[制限付き委任を今すぐ設定する
（推奨）（Configure Constrained
Delegation now(recommended)）]
または [制限付き委任を後で設
定する（Configure Constrained
Delegation later）]

次のスクリーンショットを参照して、このページのフィールドに入力してください。
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HX Data Platformのインストーラは、UCS Managerに接続し、HXクラスタの関連するサーバーを取得して
一覧表示します。また、HX Data Platformのインストーラは、UCSファームウェアを検証します。

[続行（Continue）]をクリックします。

ステップ 3 [サーバーの選択（Server Selection）]ページの [関連あり（Associated）]タブと [関連なし（Unassociated）]
タブで、すべての関連付けられているサーバーと関連付けられていないサーバーをそれぞれ確認します。
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[関連なし（Unassociated）]タブでは、既存のクラスタに任意のノードを追加できます。

[関連あり（Associated）]タブでは、既存のクラスタからサーバーの関連付けを解除できます。

次のスクリーンショットを参照して、このページのフィールドに入力してください。

[続行（Continue）]をクリックします。
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ステップ 4 [UCSMの設定 (UCSM Configuration)]ページで、次のガイダンスに従って、 VLAN設定、MACプール、
および Cisco IMCアクセス管理（アウトオブバンドまたはインバンド）のサブセクションに入力します。

a) [VLANの設定（VLANConfiguration）]：4つ以上のVLANが必要です。また、各VLANは異なる IPサ
ブネット上にあり、ファブリックインターコネクトから接続しているアップリンクスイッチまで拡張

されている必要があります。これにより、プライマリファブリックインターコネクト（ファブリック

A）から下位のファブリックインターコネクト（ファブリック B）にトラフィックを確実に転送でき
るようになります。

この画面に値を入力するには、次の表と図を参考にしてください。

使用方法VLAN IDの例VLAN名の例

Hyper-Vおよび HyperFlex VMの管理10hx-inband-mgmt

HyperFlexのストレージトラフィック20hx-storage-data

Hyper-Vライブマイグレーションネット
ワーク

30hx-livemigrate

VMゲストネットワーク100,101vm-network

VLAN 1を使用すると、分離レイヤ 2によって問題が発生する可能性があります。

vm-networkには、複数の VLANをカンマ区切りのリストとして追加できます。

（注）

b) [MACプール（MAC Pool）]：次の表と図を使用して、残りのネットワーク設定の指定を完了します。

値の例説明フィールド

00:25:b5:xxHXクラスタのMACアドレスプールは、HXのイン
ストーラによってUCSManagerで設定されます。MAC
アドレスプールがレイヤ 2環境の他の場所で使用さ
れていないことを確認します。

MACプールのプレ
フィックス
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値の例説明フィールド

10.193.211.124-127HyperFlexノードのアウトオブバンド管理に使用され
る IPアドレスの範囲。

IPブロック

255.255.0.0アウトオブバンドネットワークのサブネットマスク。サブネットマスク

（Subnet Mask）

10.193.0.1アウトオブバンドネットワークのゲートウェイアド

レス。

[ゲートウェイ
（Gateway）]

アウトオブバンドインバンドまたはアウトオブバンドCisco IMCアクセス
管理

ステップ 5 外部ストレージを追加する場合は、次のガイダンスを使用します。

a) 以下のフィールドに記入して iSCSIストレージを設定します。

説明フィールド

iSCSIストレージを構成する場合、このチェックボックスをオンに
します。

[iSCSIストレージの有効化
（Enable iSCSI Storage）]チェッ
クボックス

プライマリファブリックインターコネクト（FI-A）で、iSCSIvNIC
に関連付けらている VLANの名前。

VLAN A名（VLAN A Name）

プライマリファブリックインターコネクト（FI-A）で、iSCSIvNIC
に関連付けらている VLANの ID。

VLAN A ID
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説明フィールド

下位のファブリックインターコネクト（FI-B）で、iSCSI vNICに
関連付けらている VLANの名前。

VLAN B名（VLAN B Name）

下位のファブリックインターコネクト（FI-A）で、iSCSI vNICに
関連付けらている VLANの ID。

[VLAN B ID]

b) 以下のフィールドに記入して FCストレージを設定します。

説明フィールド

FCストレージを有効にするには、このチェックボックスをオンに
します。

[FCストレージの有効化（Enable
FC Storage）]チェックボックス

WWノード名とWWポート名の両方を含むWWNプール。それぞ
れのファブリックインターコネクトに対し、WWPNおよびWWNN
用のWWxNプールが作成されます。

WWxNプール

プライマリファブリックインターコネクト（FI-A）の VSANの名
前。

デフォルト—hx-ext-storage-fc-a。

VSAN A名（VSAN A Name）

プライマリファブリックインターコネクト（FI-A）のネットワー
クに割り当てられた一意の ID。

UCSまたは HyperFlexシステムで現在使用されている
VSAN IDを入力しないでください。UCSゾーン分割を使
用するインストーラに既存のVSAN IDを入力すると、そ
の VSAN IDの既存の環境でゾーン分割が無効になりま
す。

注意

VSAN A ID

下位のファブリックインターコネクト（FI-B）の VSANの名前。

デフォルト—hx-ext-storage-fc-b.

VSAN B名

下位のファブリックインターコネクト（FI-B）のネットワークに割
り当てられた一意の ID。

UCSまたは HyperFlexシステムで現在使用されている
VSAN IDを入力しないでください。UCSゾーン分割を使
用するインストーラに既存のVSAN IDを入力すると、そ
の VSAN IDの既存の環境でゾーン分割が無効になりま
す。

注意

VSAN B ID

ステップ 6 [ハイパーバイザの設定（Hypervisor Configuration）]ページで、次のフィールドに入力します。
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値の例説明フィールド

[ベアメタルの設定（Bare metal configuration）]

デフォルトでは、ベアメタルノードへのWindows OSのインストール用に [ハ
イパーバイザ（Hyper-V）のインストール（InstallHypervisor (Hyper-V)）]チェッ
クボックスが選択されています。[参照（Browse）]をクリックし、ISOファイ
ルを選択してアップロードします。または、ISOファイルをそのエリアにド
ラッグアンドドロップします。

[ハイパーバイザ
（HYPER-V）のインス
トール（Install Hypervisor
(Hyper-V)）]

次のいずれかのオペレーティングシステムをインストールできます。

• Windows Server 2016 Datacenter（デスクトップエクスペリエンス）

• Windows Server 2016 Datacenter（CORE）

[インストールするオペ
レーティングシステムの

選択（Select the operating
system you want to
install）]

共通ハイパーバイザ設定を行う

255.255.255.0ハイパーバイザホスト管理ネットワークの

サブネットマスク

サブネットマスク

10.101.251.1ハイパーバイザホスト管理ネットワークの

デフォルトゲートウェイ

[ゲートウェイ
（Gateway）]

10.99.2.200,10.992.201ハイパーバイザホストがメンバーになる

ADのDNSサーバのカンマ区切りリスト。
DNSサーバ

Hypervisor Settings

10.101.251.41各ホストの管理 IPアドレス

チェックボックス [IPアドレスと
ホスト名を連続させる]のチェッ
クをオンのままにする場合、イン

ストーラが残りのサーバーを最初

から連続的に自動入力します。

（注）

スタティック IPアドレス

HX-Hypv-01各ホストのホスト名ホスト名

[続行（Continue）]をクリックします。

ステップ 7 HX Data Platformの展開

値の例説明フィールド

ドメイン情報

contoso.comクラスタが含まれる Active Directoryドメイ
ン。

ドメイン名（Domain Name）
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値の例説明フィールド

hxadminインストール前の段階で作成されたHXサー
ビスアカウント。

ActiveDirectoryポリシーによって、
HXサービスアカウントが、smb
名前空間用に作成されたコンピュー

タオブジェクトでの

「servicePrincipalNameの書き込
み」の有効な権限を持つことを確

認してください。

重要

HXサービスアカウント

HXサービスアカウントのパスワード。パスワード

制約付き委任

制約付き委任 (Constrained Delegation)に必要
です。

HXサービスアカウントとパ
スワード（HXServiceAccount
and Password）

HXサービスアカウントが指
定されている場合は、チェッ

クボックスをクリックしま

す。

制約付き委任にHXサービスアカウントを使
用します。ユーザはドメイン管理者である必

要があります。

HXサービスアカウントを使
用

いずれかのチェックボックスをオンにしま

す。

制限された委任は、VMライブ移行に必要で
す。制約付き委任を後で設定するには、ライ

ブマイグレーションと VMネットワークの
静的 IPアドレスの設定で説明している手順
を使用します。

[制限付き委任を今すぐ設定す
る（推奨）（Configure
Constrained Delegation
now(recommended)）]または
[制限付き委任を後で設定する
（Configure Constrained
Delegation later）]

詳細属性(オプション)

dc.contoso.comインストール専用に使用するドメインコン

トローラの FQDN。
ドメインコントローラ

OU=HyperFlex, DC=contoso,
DC=com

インストール前の段階で作成したOUをここ
で使用できます。その後、OUは Active
Directory内の HXノードのホームになりま
す。

組織単位

ハイパーバイザのクレデンシャル
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値の例説明フィールド

デフォルトのユーザ名/パス
ワード：administrator/Cisco123

システムに同梱され

ているデフォルトの

パスワード

Cisco123は、イン

ストール時に変更す

る必要があります。

新しいユーザがパス

ワードを指定してい

ない限り、インス

トールを続行できま

せん。

重要

Hyper-Vホスト上のローカル管理者ユーザ名ハイパーバイザローカル管理

者ユーザ名（Hypervisor Local
Administrator User Name）

[続行（Continue）]をクリックします。

ステップ 8 [IPアドレス（IP Addresses）]ページで、次の表を使用して、このページのフィールドに入力します。

値の例説明フィールド

Cisco HXクラスタ

HX-EAP-01データストアの FQDNとして使用されるク
ラスタ名。

クラスタ名(SMBアクセスポ
イント)

3 (既定値)HXストレージクラスタ全体の冗長なデータ
レプリカの数を選択します。オプションは2
または3です。クラスタの作成後には、これ
は変更できません。稼働ワークロードには3
を推奨します。

レプリケーションファクタ

Windowsフェールオーバークラスタに使用
される名前。

フェールオーバークラスタ名

コントローラ VM

管理者パスワードの作成

管理者パスワードの確認

（Confirm Administrator
Password）

システムサービス

10.99.2.200, 10.99.2.201DNSサーバのカンマ区切りリスト。DNSサーバ
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値の例説明フィールド

dc1.contoso.com、
dc2.contoso.com

コントローラVMはWindowsActiveDirectory
と同期している必要があるため、時間同期用

の ADドメインコントローラを指す必要が
あります。

NTPサーバ

contoso.comActive Directoryのドメイン名。DNSドメイン名

HXコントローラがレポートで使用するタイ
ムゾーン。

タイムゾーン

自動サポート

HXクラスタのテレメトリデータをシスコ
サポートに提出するための自動サポート。

[コネクテッドサービスの有効
化（Enable Connected
Services）]

email_addressシスコに送信されたチケットのコピーを受信

する電子メールアドレスまたはエイリアス。

[サービスチケットの送信先
（Send Service ticket to）]

[高度なネットワーキング（Advance Networking）]

管理ネットワークに使用される VLAN。こ
れは、前の管理ネットワークのインストール

プロセスで使用したものと同じである必要が

あります。

[管理 VLANタグ
（Management VLAN tag）]

管理ネットワークに使用される VLAN。こ
れは、前のデータネットワークのインストー

ルプロセスで使用したものと同じである必

要があります。

[データ VLANタグ（Data
VLAN tag）]

詳細設定

ホスト vSwitchと vNIC、および各ストレー
ジコントローラ VM上のストレージデータ
ネットワークのMTUサイズを設定します。
デフォルト値は 9000です。

ジャンボフレームがストレージ VMに接続
されたリンク上で動作していることを確認し

てください。

[データネットワーク上でジャ
ンボフレームの有効化

（Enable Jumbo Frames onData
network）]

インストール
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値の例説明フィールド

ストレージクラスタに追加されたすべての

ノードから既存のデータとパーティションを

すべて削除します。保持する必要があるデー

タはすべてバックアップする必要がありま

す。既存のデータやパーティションを削除す

るには、このオプションを選択します。

これは手動で準備されたサーバ向けです。工

場で準備されたシステムの場合は、このオプ

ションを選択しないでください。工場で準備

されたシステムのディスクパーティション

は正しく設定されています。

ディスクパーティション

VDI専用環境をチェックします。ストレージ
クラスタの作成後に VDI設定を変更するに
は、クラスタをシャットダウンするかリソー

スを移動した上で変更を行った後、クラスタ

を再起動します。

[VDI]

ハイパーバイザ設定

インストールの以前の手順で入力済みです。[プライマリ DNSサフィック
ス（Primary DNS suffix）]

Hyper-Vホストにサフィックスを追加する必
要がある場合は、このフィールドに入力しま

す。

[追加の DNSサフィックス
（Additional DNS suffixes）]

このページの各フィールドの入力例として、下の図を参照してください。
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ステップ 9 [開始（Start）]をクリックして、展開を開始します。[進行状況（Progress）]ページには、設定タスクの進
行状況（[開始（Start）]、[展開の検証（Deploy Validation）]、[展開（Deploy）]、[生成の検証（Create
Validation）]、[クラスタ生成（Cluster Creation）]）が表示されます。

インストール
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ベストプラクティス

Microsoft Hyper-Vインストールを使用した Cisco HyperFlexの一般的なベストプラクティスを
次に示します。

• CiscoHyperFlexに関しては、Windowsシステムの更新をアウトオブバンドで実行しないで
ください。

• Windows Update (WU)の動作を設定するためにグループポリシー設定を使用している場合
は、CiscoHyperFlexによって設定されたデフォルト設定を上書きしないようにしてくださ
い。更新を自動的にダウンロードし、スケジュールにインストールするように指定するポ

リシーを設定しないでください。

デフォルトでは、Cisco HyperFlexは自動更新を無効に
します。AUオプションの値は2に設定されています：
ダウンロードとインストールの通知。Windows update
の設定の詳細については、「Windows更新設定の管理」
を参照してください。

（注）
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https://docs.microsoft.com/en-us/windows/deployment/update/waas-wu-settings
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